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２ 原発事故前後での環境放射能測定結果の比較 

【測定場所：環境調査センター（名古屋市北区）】 

（１） モニタリングポスト（２４時間測定、地上３４ｍ）(ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時) 
測 定 期 間 測定値 
原発事故以前 

(平成１７年度～２１年度) ０．０３５～０．０７４ 

原発事故後 
(平成２３年３月１２日～６月２８日）

０．０３８～０．０５２ 
（平均 ０．０４０） 

 

（２）サーベイメータ（地上１ｍ）          (ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時) 
測 定 期 間 測定値 
原発事故以前※ 

(平成１６年度～２０年度) ０．０５７～０．０７４ 

原発事故後 
(平成２３年６月１３日～６月２８日)

０．０６２～０．０６９ 
（平均 ０．０６５） 

※サーベイメータによる測定は平成２１年度以降実施していないため、

２０年度から過去５年間の値を記載。 

環境調査センター（名古屋市北区） 



 
３ 用語の解説 

サーベイメータ 

小型で可搬型の放射線測定器（シンチレーションサーベイメータ）で、ガ

ンマ線を定量的に測定することができる。 

         
 

４ 文部科学省からの依頼の概要（平成２３年６月２１日） 

各都道府県内の１０市町村を目安に、可搬型サーベイメータを用いて、地

上１ｍの高さの放射線量を測定する。 
 測定場所の選択にあたっては、①県庁所在地、②人口の多い市町村、③観

光地等の人が集まる市町村、④山裾などを参考にする。 
  
 
 
 


